昭和四九年商法改正と法制審議会商法部会小委員会（十五ノ一） -民事局参事官室試案修正案（第二次）を中心として- by 三枝,一雄
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昭和四九年商法改正と法制審議会商法部会小委員会（十五ノ一）（三枝）
三十ずつ配っておけば。」（同速記録 21頁）
これらを聞いて、鈴木小委員長は、孫会社や兄弟会社関係が実際上問題となるこ
とを痛感しているとするとともに、役員関係も背後に持株関係があるとの意見を付
加した。
「ぼくは非常に感じている。実際問題にぶつかりますとね。」（同速記録 20頁）
「いまの支配関係で役員というのはやっぱり株の関係がうしろにあるんでね。」
（同速記録 21頁）
もっとも、矢澤委員は、役員関係については、急には条文化はできないだろう悲
観的な見通しを述べた。
「できる限度ということになりますね、取締役の人数からして、ちょっとむずか
しいからそう急にはおそらく条文化できないでしょう。」（同速記録 21頁）
（続）
（明治大学名誉教授）
409
